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STATEMENTSTATEMENT

推定2億7,100万人、つまり15〜64歳の世界人口の5.5％が国際条約で禁止されている薬物を使用してい
ます。

これらの個人のうち、推定3,500万人(ほぼ13％）がいわゆる「薬物使用障害」を患っており、精神的
および肉体的な健康、経済的生産性、家族や地域社会に影響を与えています。

薬物を注射する推定140万人がHIV感染しており、560万人がヴィールス性肝炎にかかっており、その
為これらの疾患に対し、世界的にそれらの健康対しての反応が損なわれていきます。

2017年の薬物使用の結果として約585,000人が死亡したと推定され、北米、ヨーロッパなどで過剰摂
取による死亡率が上昇し続けています。

刑務所には世界で1千万人以上の人々がおり、そのうち約5分の1は主に麻薬犯罪に関連する刑に服し
ています（）。()
逆に、推定55億人（世界人口の75％）は鎮痛薬やモルヒネなどの麻酔薬を含む,痛みを和らげ又他の治
療を行える為の効果的な医薬品へ購入が制限されているか又は購入出来ません。

2005年に、全世界の121の国立赤十字および赤新月社の指導者たちは、人道的薬物政策のローマ同意自公
（）を承認し、個人と公衆衛生を優先する人道的および効果的な薬物政策の原則を明確に示したことを指

摘します。ローマ2.0宣言は、最初の同意自公を基礎にし、さらに築き上げることを目指しています。又
世界中に新規署名者を増やすため、今後10年間の政策案と信頼できる方式での構想を準備し、提供致しま
す。

1961年の麻薬に関する単一条約が採択されて以来、違法薬物の消費と関連する問題が増加していることを
認識し：

真に効果的な健康に関する薬物政策は適切な根拠に基づく予防の提供、実際的な危害の緩和対策、および

実現可能な治療と更生機関の適切な提供を包含するべきであることを認識致しております。これらのサー

ビスを利用できるようにする仕組みには、薬物関連の犯罪に対する有罪または罰の代替手段を含め、優先

順位を付ける必要があります。同時に、健康に基づく手掛かりとしては、鎮痛剤やその他の必要に応じて

不可欠な医薬品の受け入れを確保する必要があります。

確実な証明、基準設定、およびその証明に基づく制作と実践を追求するための国際的な取り組み、広い範

囲のこれらの業務にもかかわらずの我々の目指す要求全く及ばず、他の多くの戦略と計画が矛盾又は一貫

していないにも関わらず提供されてる始末です。その多くが証明とは異なっていることを認識してくださ

い。私たちは薬物使用に関連する問題を阻止し又それを治療のためにどうすれば良いのかを認識をしてい

ますが、上手いかないのは政治的意思の危機、資金並びに金融の危機又容量の危機であるからです。

2018年に、31の国連機関すべてが初めて「効果的な機関間の協力を通じて国際的な麻薬取締政策の実施
を支援する共通の立場」に合意し、それを歓迎し、その一つは政策と計画内容の再調整を呼びかけまし

た。その内容は罰と抑圧、そして効果的な健康と社会的な支援の提供にです。

3つすべての薬物規制条約の前文に「人類の健康と福祉」に対する懸念が記載されていること、および国
連総会の第30回特別総会の結果文書（UNGASS 2016）が政府に個人、家族、地域社会並びに社会を薬物
政策の中心に据え、市民の健康と社会の成果を改善するためのさまざまな対策を実施します。

持続可能な開発のための2030議題と持続可能な開発目標を世界の平和と繁栄の共通の青写真として歓迎し
()、これらの地球規模的な目的に貢献し、思想、権力、非難、差別から解放された人道的で効果的な薬物
政策への新たな取り組みを確立する又とない機会であることを認識する。それらを歓迎する。
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このローマ2.0同意事項を通じて、署名者である私たちは、各国政府とこのローマ2.0同意事項を通じて、署名者である私たちは、各国政府と
国際団体および地域団体に以下のことを要請致します:国際団体および地域団体に以下のことを要請致します:

又私達の主張とし、重要なのは、薬物を使用する人々を尊重され尊敬される市民として扱い、共感と支

援を得ることです。これは、偏見や差別のない人道的かつ効果的な政策の基本一つであります。それら

の進展、実現の可能性、評価など向上は、影響を受けている住民を含まなければなりません、それは薬

物を使用している（または使用した）人々や、HIVや肝炎を患っている住民も関与することでもありま
す。それにより、進展、実現の可能性、評価など情報も浸透致します。
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薬物政策と戦略の最も重要な目的は、人類の健康と福祉を最大化に可能にするすることであることを

ご承知下さい。

具体的には、健康の改善、安全性の向上、開発の達成、および人権の保護の観点から薬物政策の目標

を策定致します。

薬物を使用する人々の予防と精神医学への受け入れ業務を妨げているすべての法的および社会的障壁

を排除します。

世界中、痛みの緩和やその他の医療の必要性のための規制薬物への導入を妨げるすべての法的、規制

的、政治的、社会的障壁を排除します。

同意をお願い致します。統制された薬物を所持または消費するためだけに、市民が非難されたり、疎

外されたり、罰を受けたりしてはならないこと、薬物を使用するすべての人々が介入または治療を必

要としているわけではないことを承諾をお願い致します。。

必要に応じて、軽微な非暴力の薬物関連の犯罪で逮捕された人々を適切な予防および精神医学業務に

受け入れ、それらのひとびとは迂回出来るための包括的な機関を実装します。

思想や誤報のない、薬物を消費することの特性と危険に関する包括的な証明に基づく並びに事実に基

づく情報を、危険のある若者に提供します。

薬物使用に対する国家政策の対応が、健康、拷問や品位を傷つける扱いから守り、公正な裁判、子ど

もの権利などに関する人権を侵害しないことを確認する。

より効果的な予防、害軽減、治療、回復事業に投資し、薬物を使用する人々の犯罪化を終わらせ、よ

り良い社会的、経済的、財政的結果を達成する。

これらの人々は感情的、社会的、経済的な問題に苦しんでおり、これらの問題を克服し、前向きな姿

勢で共同的かつ社会的な貢献をする可能性が多分にあることを認識してください。

薬物を使用する人々の健康を保護する包括的な証明に基づく精神医学業務と健康の緩和を提供するこ

とです。

薬物を使用する人々に生活を改善するための意欲と勢を与え、必要に応じて社会復帰に向けた実践的

な支援を通じて、回復と更生を促進する。　

警察と検察当局が、麻薬を使用する人々を罰から遠ざけ、予防と保健に「目を向ける」ための企画を

実施するようにします。

刑務所当局が、閉鎖環境での予防、緩和、治療、更生、世話や配慮、寛解後療法, 社会的配慮および
精神科医療機関の利用を少なくとも同等の品質と適用範囲を提供することです。

その社会での薬物使用へその反応において：

助けを求める人々への対応：



国際社会は、それが薬物にどのように反応するかについて多くの公約と宣言をしましたが、それらの実

施を確実にするための完璧で釈明する義務のある制度がまだありません。専門家団体、市民社会、影響

を受ける地域団体はすべて、薬物への対応において重要な役割を果たします。より人道的で効果的な薬

物政策を実施するために、より多くの投資と国民の意識を確保するためにあらゆる層で私たちが活用す

る場合のみに、成功は達成されます。

私たちは協力することで、世界の薬物の状況に関連する回避可能で許容できない健康危害と社会的危害

を軽減し、克服することができます。私達並びに我々の政府、および同盟国は、これらの課題を克服す

るために必要な道具、計画、および証拠をすでに手元に持っています。これらには、とりわけ、予防に

関する国際連合機構からの規範的な指針、治療、危害の緩和、過剰摂取の管理、 逮捕からの放れる、人
権、および医薬品への受け入れの確保が含まれます。

次の10年は私達が結束し、集団でこの課題に立ち向かうことになるでしょう。

IF YOU AGREE WITH THIS DECLARATION YOU CAN SIGN ON:
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Is a tripartite task force between the International Federation of Red Cross and Red Crescent Societies (IFRC),
the Italian Red Cross and Villa Maraini rehab center, founded in 2012 in response to the increase of substance
abuse and related problems globally. The mission is to leverage the knowledge and long experience of Villa
Maraini Foundation in treating drug addicts and raise awareness on humanitarian drug policy strategy among the
Red Cross and Red Crescent National Societies, NGOs and public authorities. The Villa Maraini treated more than
40 thousands people with addiction in almost 45 years, and has been the first drug center worldwide that started
to administer naloxone on the street by non medical staff, saving more than 2.500 people from overdose (since
1992). In the last decade has increased its advocacy role and become a reference training center not just for the
Red Cross/Red Crescent Movement but also for many organizations active in the field of substance abuse.  

FOUNDING PARTNERSFOUNDING PARTNERS
THE INTERNATIONAL FEDERATION OF RED CROSS/THE INTERNATIONAL FEDERATION OF RED CROSS/
RED CRESCENT PARTNERSHIP ON SUBSTANCE ABUSERED CRESCENT PARTNERSHIP ON SUBSTANCE ABUSE

Website: www.villamaraini.it | Facebook:@fondazionevillamaraini | Twitter: @VillaMaraini

The European Institute for Multidisciplinary Human Rights and Science Studies –
Knowmad Institut – is an independent think & do tank based in Germany. Recognized as
a social interest company for the promotion of science and research, the vision is to
contribute to the promotion and fulfillment of the United Nations Sustainable
Development Goals (SDG’s), and thus to contribute to the construction of a sustainable,
just and multipolar world. Linking civil society, academia, states, and the private sector. 

KNOWMAD INSTITUTKNOWMAD INSTITUT

Analyzing reliable information in a comprehensive and multidisciplinary approach that facilitates knowledge
management, to educate and disseminate bold and innovative proposals that promote common solutions to
global problems. Building a solid evidence base allows us to better support decision makers, opinion leaders, and
pressure and advocacy groups to explore and promote initiatives based on human dignity, facts and science.

Website: knowmadinstitut.org | FB, IG, TW: @knowmadinstitut 

Is a Public Charity dedicated to the premise that society’s path to achieving
improved access, quality, and integrity of behavioral health and substance
use disorder treatment is through education, shared knowledge, and
rigorous research.

C4 RECOVERY FOUNDATIONC4 RECOVERY FOUNDATION

Website: https://www.c4recoveryfoundation.org/ Facebook: @C4RecoveryFoundation Twitter: @C4recovery

Is a privately-funded non-profit chartered in 2012 to measurably impact some of the
most traumatized and disadvantaged populations on Earth. Through the lens of
mental health, we work at all levels from policy to direct care provision seeking to
enhance access to relevant services by those who struggle with awide range of
complex challenges, including addictive illnesses, mental health issues, PTSD,
trauma and concomitant issues.
 

THE LEVENSON FOUNDATIONTHE LEVENSON FOUNDATION

Website: http://www.levensonfoundation.org/ Facebook: @thelevensonfoundation Twitter: @LevensonFoundtn

Is an alliance of practitioners and organizations in law enforcement, drug treatment, mental
health, housing, community, advocacy, recovery, research, social services (inclusive of families
and children), and public policy whose mission is to strategically widen treatment, housing,
and social service options available for vulnerable populations at the point of encounter with
law enforcement. These practices, known as “deflection” and “pre-arrest diversion”, move
people towards community-based solutions while simultaneously moving people away from
the criminal justice system in order to address the underlying behavioral health issues that led
to contact with law enforcement in the first place. PTACC promotes equity with regard to race,
gender, income, and geography in the application of deflection and pre-arrest diversion.
PTACC is the recognized knowledge leader for deflection and pre-arrest diversion, and also
provides a voice for the entire field of deflection and pre-arrest diversion.

PTACC – THE POLICE, TREATMENT, AND COMMUNITY COLLABORATIVEPTACC – THE POLICE, TREATMENT, AND COMMUNITY COLLABORATIVE  

Website: https://ptaccollaborative.org/ Twitter: @PTAC_Collab
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